
(57)【要約】

【課題】超音波診断用探触子の診断時人体に押し当てる

部分の温度上昇を抑止する。

【解決手段】超音波探触子１の人体に押し当てる部分に

近い位置に収納されていて、主たる発熱源となっている

超音波振動子６および電子回路５の部分にペルチエ素子

２の吸熱面を密着させて強制的に熱を吸収し放熱面から

遠赤外線として放射させ、他方、ケースの放熱箇所にペ

ルチエ素子３の放熱面を密着させ、その吸熱面でペルチ

エ素子２の放熱面から輻射された熱線を受けて吸収し、

これを放熱面からケース７に伝え空間へ放熱させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 の 発 熱 箇 所 か ら 外 部 へ の 放 熱 箇 所 に 渡 っ て 、 熱 の 流 れ に 関 し て 複 数 個 の ペ ル チ エ 素 子
を 縦 続 に 配 し た 放 熱 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 か ら 次 の ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面 ま で の 間 が 、 熱 線 が 直 接 又 は 反 射 を
介 し て 伝 搬 す る 空 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 と 次 の ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面 を 熱 伝 導 体 で 繋 い だ こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 の ペ ル チ エ 素 子 間 の う ち 、 熱 線 の 伝 搬 空 間 を 介 し て い る も の と 、 熱 伝 導 体 で 繋 が れ た
も の の 両 者 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ２ 又 は ４ の ペ ル チ エ 素 子 の 伝 搬 空 間 面 側 に 黒 ア ル マ イ ト 処 理 ア ル ミ を 密 着 さ せ た こ
と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 ２ 又 は ４ の ペ ル チ エ 素 子 の 空 間 伝 搬 面 側 に 放 射 塗 料 を 塗 布 し た こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 用 探 触 子 の 送 受 信 電 子 回 路 や 振 動 子 か ら の 発 熱 を 外 部 へ 放 熱 す る 技
術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
超 音 波 探 触 子 は 前 方 部 に 振 動 子 素 子 群 が 配 列 さ れ て お り 、 こ の 振 動 子 群 へ 超 音 波 送 信 信 号
を 送 っ た り 、 振 動 子 群 か ら の 受 波 信 号 を 受 信 し た り す る た め の 送 受 信 回 路 は 、 雑 音 の 影 響
を 少 な く す る た め に 振 動 子 群 に 近 接 し て 設 け ら れ て い る 。
こ れ ら の う ち 、 発 熱 源 と な る の は 送 信 時 に 発 熱 す る 振 動 子 群 お よ び 、 振 動 子 群 へ 送 信 信 号
を 送 る 送 信 回 路 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 っ て 、 発 熱 部 分 は 、 探 触 子 の 前 方 部 分 に 集 中 し て い る 。 前 方 部 表 面 は 当 然 の こ と な が ら
診 断 の た め 患 者 に 触 れ る 部 分 で あ り 、 ま た プ ロ ー ブ 操 作 者 も 触 れ る 箇 所 で あ る と こ ろ か ら
、 こ の 部 分 の 温 度 が 高 く な る と 患 者 に 低 温 火 傷 を 負 わ せ た り 、 操 作 者 の 取 り 扱 い に も 支 障
を 来 た す こ と と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ こ で 、 振 動 子 群 や 送 受 信 回 路 が 発 生 し た 熱 を 、 患 者 や 操 作 者 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ ず に 空 間
へ 放 熱 で き る よ う な 箇 所 、 例 え ば 、 探 触 子 の 後 方 表 面 に 導 い て そ こ か ら 放 熱 す る か 或 い は
ケ ー ブ ル 中 の 伝 熱 線 で 外 部 へ 導 き そ の 先 で 放 熱 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の た め 従 来 は 、 発 熱 箇 所 と 放 熱 箇 所 を 、 ケ ー ス の 裏 側 を は わ せ た ア ル ミ の よ う な 熱 伝 導
部 材 で 結 合 し て 熱 を 放 熱 箇 所 へ 伝 導 さ せ て 放 熱 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － ２ ４ ４ ６ ９ ０ 号 公 報 （ 〔 ０ ０ ０ ７ 〕 ～ 〔 ０ ０ ０ ８ 〕 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 熱 伝 導 部 材 に お け る 伝 導 熱 量 （ 熱 流 ） は 、 両 端 の 温 度 差 （ 温 度 勾 配 ） お よ
び 熱 伝 導 部 材 の 断 面 積 に 比 例 す る が 、 熱 伝 導 部 材 の 長 さ に 反 比 例 す る 。 従 っ て 、 熱 伝 導 部
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材 を 用 い て 、 熱 を 発 熱 源 か ら 離 れ た 所 へ 移 動 さ せ て 放 熱 し よ う と す る と そ の 長 さ に 反 比 例
し て 伝 導 熱 流 が 小 さ く な り 、 発 熱 源 を 充 分 冷 却 で き な い と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 ペ ル チ エ 素 子 の 特 性 を 利 用 し て 、 熱 伝
導 経 路 に 複 数 の ペ ル チ エ 素 子 を 介 在 さ せ て 強 制 的 に 熱 流 を 促 進 さ せ る こ と に よ り 、 患 者 や
操 作 者 に 対 し 安 全 な 放 熱 箇 所 で の 放 熱 を さ せ る よ う に し た 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 の 各 構 成 は 以 下 の 通 り で あ る 。
第 １ の 構 成 （ 基 本 構 成 ） は 、 内 部 の 発 熱 箇 所 か ら 外 部 へ の 放 熱 箇 所 に 渡 っ て 、 熱 の 流 れ に
関 し て 複 数 個 の ペ ル チ エ 素 子 を 縦 続 に 配 し た 放 熱 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探
触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ２ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 か ら 次 の ペ ル チ エ 素 子 の
吸 熱 面 ま で の 間 が 、 熱 線 が 直 接 又 は 反 射 を 介 し て 伝 搬 す る 空 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 超
音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ３ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 と 次 の ペ ル チ エ 素 子 の 吸
熱 面 を 熱 伝 導 体 で 繋 い だ こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ４ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 複 数 の ペ ル チ エ 素 子 間 の う ち 、 熱 線 の 伝 搬 空 間
を 介 し て い る も の と 、 熱 伝 導 体 で 繋 が れ た も の の 両 者 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ５ の 構 成 は 、 前 記 第 ２ 又 は 第 ４ の 構 成 の ペ ル チ エ 素 子 の 伝 搬 空 間 面 側 に 黒 ア ル マ イ ト 処
理 ア ル ミ を 密 着 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 ６ の 構 成 は 、 前 記 第 ２ 又 は 第 ４ の 構 成 の ペ ル チ エ 素 子 の 空 間 伝 搬 面 側 に 放 射 塗 料 を 塗 布
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
ペ ル チ エ 素 子 は ２ 枚 の 異 種 金 属 を 張 り 合 わ せ た 面 状 の 電 子 部 品 で 、 両 金 属 間 に 電 流 を 流 す
こ と に よ り 、 一 方 の 面 が 熱 を 吸 収 す る 吸 熱 面 と な り 、 他 方 の 面 が 吸 収 し た 熱 と 電 流 を 流 し
た こ と に よ る ジ ュ ー ル 熱 を 放 熱 す る 放 熱 面 と し て 機 能 す る 電 子 部 品 で あ る 。
即 ち 、 発 熱 体 に ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面 を 密 着 さ せ て 電 流 を 流 す と 吸 熱 面 は 強 制 的 に 熱 を 吸
収 し て 放 熱 面 へ 移 動 さ せ る 。 そ の 結 果 、 発 熱 体 の 温 度 は 吸 熱 面 を 密 着 さ せ る 前 の 温 度 よ り
も 温 度 が 下 が る 一 方 、 ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 の 温 度 は 、 ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面 を 密 着 さ せ
る 前 の 発 熱 体 の 温 度 よ り も 高 く な り 、 そ の 結 果 、 放 熱 面 か ら の 放 熱 量 は 、 ペ ル チ エ 素 子 を
密 着 し な い と き の 発 熱 体 か ら の 放 熱 量 よ り も 大 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
要 す る に 、 ペ ル チ エ 素 子 を 用 い る こ と に よ り 、 用 い な い 場 合 よ り も 発 熱 体 の 放 熱 量 を 強 制
的 に 大 き く す る こ と が で き る 。
た だ 、 ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面 か ら 放 熱 面 へ 移 動 す る 熱 量 は 、 放 熱 面 の 温 度 が 低 い 程 大 き く
な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
従 っ て 、 放 熱 面 の 放 熱 を 促 進 し て 放 熱 面 の 温 度 を 下 げ る こ と に よ り 、 吸 熱 面 の 吸 熱 量 を 増
大 す る こ と が で き る 。
こ の た め 、 放 熱 面 の 放 熱 を 促 進 す る た め に 更 に ペ ル チ エ 素 子 を 用 い て 吸 熱 す る と い う こ と
が 考 え ら れ 、 こ の 原 理 を 敷 衍 す れ ば 、 ペ ル チ エ 素 子 を 複 数 段 重 ね て 用 い る こ と に よ り 、 発
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熱 体 か ら の 吸 熱 、 放 熱 の 効 果 を 増 大 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
た だ 、 ペ ル チ エ 素 子 は 前 述 の よ う に 面 状 の 電 子 部 品 で あ る た め 、 直 接 重 ね る だ け で は 、 発
熱 体 か ら 或 る 距 離 離 れ た 放 熱 箇 所 ま で の 距 離 を 満 た す こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ こ で 、 発 熱 体 か ら 放 熱 箇 所 ま で の 間 に 、 発 熱 体 に 密 着 さ せ た ペ ル チ エ 素 子 も 含 め て 複 数
個 の ペ ル チ エ 素 子 を 設 け 、 密 着 さ せ た ペ ル チ エ 素 子 の 放 熱 面 と 次 の ペ ル チ エ 素 子 の 吸 熱 面
の 間 を 熱 伝 導 体 で 繋 ぎ 、 以 下 同 様 に 順 次 放 熱 面 と 吸 熱 面 の 間 を 熱 伝 導 体 で 繋 ぐ こ と に よ り
、 発 熱 体 か ら 離 れ た 所 に あ る 放 熱 箇 所 ま で の 間 を 、 複 数 個 の ペ ル チ エ 素 子 で 縦 続 に 接 続 す
る こ と に よ り 所 要 の 伝 熱 距 離 を 得 る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 複 数 の ペ ル チ エ 素 子 の 間 に 熱 伝 導 体 を 介 在 さ せ る 他 、 空 間 の ま ま と し て お き
、 一 方 の 放 熱 面 か ら の 熱 線 輻 射 を 他 方 の 吸 熱 面 で 吸 収 す る と い う 構 成 も 採 用 し 得 る 。 輻 射
経 路 は 直 線 輻 射 で あ っ て も よ い し 、 途 中 に 熱 線 反 射 鏡 を 設 け て 経 路 を 屈 折 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 場 合 、 放 熱 面 に お け る 熱 線 輻 射 お よ び 吸 熱 面 に お け る 吸 収 の 効 率 を 高 め る た め に 、 特
殊 処 理 を 施 し た 金 属 板 な い し 箔 を 張 り 付 け た り 、 或 い は 、 放 射 塗 料 を 塗 付 す る こ と が 考 え
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 放 熱 手 段 を 具 備 す る 超 音 波 探 触 子 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） は 超 音 波 探 触 子 を 示 し 、 （
ｂ ） は 本 発 明 で 用 い る ペ ル チ エ 素 子 を 示 す 。
（ ａ ） に お い て 、 超 音 波 探 触 子 １ は 、 そ の ケ ー ス ７ に 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 超 音 波 振 動 子
６ 、 こ の 超 音 波 振 動 子 ６ へ 送 信 用 の 超 音 波 電 気 信 号 を 送 出 し 、 或 い は 超 音 波 振 動 子 ６ が 受
波 し た 超 音 波 を 受 波 し 、 そ の 受 波 信 号 を 受 け こ れ を 増 幅 処 理 す る 送 受 信 回 路 を 含 む 電 子 回
路 ５ が 収 納 さ れ て い る 。
電 子 回 路 ５ は 配 線 ８ お よ び ケ ー ブ ル ９ を 介 し て 図 示 さ れ て い な い 超 音 波 診 断 装 置 へ 接 続 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
超 音 波 診 断 を す る 場 合 、 人 体 に 超 音 波 を あ て る わ け で あ る か ら 超 音 波 振 動 子 ６ の あ る 前 方
部 分 を 人 体 に 押 し 当 て る こ と に な る 。
前 方 内 部 に は 、 超 音 波 振 動 子 ６ や 電 子 回 路 ５ の よ う な 発 熱 体 が あ る の で 、 こ の 熱 を 、 ペ ル
チ エ 素 子 を 用 い た 放 熱 手 段 で ケ ー ス ７ の 後 方 へ 導 き そ こ で 空 間 へ 放 熱 さ せ 、 前 方 部 の 温 度
が 上 が ら な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
放 熱 手 段 と し て は 、 発 熱 体 で あ る 電 子 回 路 ５ の １ 面 に ペ ル チ エ 素 子 ２ の 吸 熱 面 を 密 着 さ せ
て 取 り 付 け 、 他 方 、 ケ ー ス ７ の 後 方 部 分 の 内 壁 に 、 ペ ル チ エ 素 子 ３ を 、 そ の 吸 熱 面 １ ０ が
、 前 方 の ペ ル チ エ 素 子 ２ の 放 熱 面 １ １ に 対 向 す る よ う な 姿 勢 で 密 着 さ せ て 取 り 付 け て あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う な 配 置 に よ り 、 ペ ル チ エ 素 子 ２ は 電 子 回 路 か ら 吸 熱 し た 熱 を そ の 放 熱 面 １ １ か ら
遠 赤 外 線 （ 熱 線 ） と し て 輻 射 す る 。 こ の 熱 線 は 空 間 を 伝 搬 し て ペ ル チ エ 素 子 ３ の 吸 熱 面 を
照 射 し 吸 収 さ れ る 。 吸 収 さ れ た 熱 は 放 熱 面 か ら ケ ー ス ７ へ 伝 え ら れ そ こ か ら 空 間 へ 放 熱 さ
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の よ う に 、 ペ ル チ エ 素 子 を 電 子 回 路 ５ 側 と 、 ケ ー ス ７ 後 方 の 放 熱 箇 所 に 設 け る こ と に よ
り 、 単 に 熱 伝 導 体 で 電 子 回 路 ５ と ケ ー ス 後 方 内 壁 を 繋 い だ 場 合 よ り も 、 電 子 回 路 ５ の 放 熱
を 促 進 さ せ る と と も に ケ ー ス ７ の 後 方 壁 か ら 外 部 へ の 放 熱 を 促 進 さ せ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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図 １ で は ペ ル チ エ 素 子 が ２ 個 だ け で あ る が 、 途 中 に 更 に ペ ル チ エ 素 子 を 設 け て も よ い 。
ま た 、 図 １ で は 、 発 熱 体 か ら 放 熱 箇 所 ま で が 直 線 的 な 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 探 触 子 の 構
造 に よ っ て 、 熱 経 路 を 曲 げ な け れ ば な ら な い 場 合 に は 、 途 中 に 熱 線 反 射 鏡 等 を 用 い て 進 路
を 屈 折 さ せ て 放 熱 箇 所 へ 導 く 手 段 も 採 用 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
更 に 、 ペ ル チ エ 素 子 の 空 間 に 面 し て い る 吸 熱 面 や 放 熱 面 に 放 熱 ・ 吸 熱 を 促 進 す る 放 熱 塗 料
を 塗 付 し た り 、 或 い は 黒 ア ル マ イ ト 処 理 を 施 し た ア ル ミ 膜 を 張 る こ と に よ り 一 層 探 触 子 の
放 熱 効 果 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ２ は 、 他 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
（ ａ ） は ペ ル チ エ 素 子 と ペ ル チ エ 素 子 の 間 を 熱 伝 導 部 材 （ 例 え ば ア ル ミ ） で 繋 い だ 場 合 の
例 で あ る 。
（ ｂ ） は ペ ル チ エ 素 子 の 間 が 空 間 で あ る 部 分 と 熱 伝 導 部 材 で あ る 部 分 と が 併 用 さ れ て い る
場 合 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 診 断 時 に 人 体 に 押 し 当 て る 部 分 に 近 い 発
熱 箇 所 か ら 、 外 部 へ の 放 熱 箇 所 ま で の 放 熱 経 路 に お い て 、 複 数 の ペ ル チ エ 素 子 を 用 い て 、
強 制 的 に 吸 熱 、 放 熱 を 繰 り 返 し て 熱 を 移 動 さ せ る の で 、 単 に 熱 伝 導 体 の み に よ っ て 熱 伝 導
さ せ て い る 場 合 に 較 べ て 放 熱 箇 所 へ の 移 動 熱 量 を 大 き く す る こ と が で き 、 人 体 に 押 し 当 て
る 部 分 の 好 ま し く な い 温 度 上 昇 を 抑 止 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 超 音 波 探 触 子
２ 　 ペ ル チ エ 素 子
３ 　 ペ ル チ エ 素 子
４ 　 放 熱 塗 料
５ 　 電 子 回 路
６ 　 超 音 波 振 動 子
７ 　 ケ ー ス
８ 　 配 線
９ 　 ケ ー ブ ル
１ ０ 　 吸 熱 面
１ １ 　 放 熱 面
１ ２ 　 給 電 線
１ ３ 　 ア ル ミ 部 材
１ ４ 　 ペ ル チ エ 素 子
１ ５ 　 ペ ル チ エ 素 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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